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【第 16項】ＳＬ等の特殊な車両にかかわる検査・修繕業務はＪＲ本体がおこな
うこと。 

ＳＬ・ＤＬ・ＥＬ・客車といった

特殊車両は、ＪＲ本体で検

査・修繕すべきだ！ 

ＳＬについては今の検査体制を維持する。それ以

外は基本的に委託する業務と考えているが、各箇

所の特情に応じて一律に切り分けられないことは

理解している。 

【第 17項】異常時対応など本線に直結する信号、分割・併合業務はＪＲ本体が
おこなうこと。 

信号業務や駅での分割・併

合作業時、作業責任者を介

すると時間のロスが発生す

る。安定輸送できるのか？ 

色々なケースが想定されるが、作業責任者を介す

ることはコンプライアンス上必要。極めて支障がで

るような状況にはならないと認識している。10 秒

20 秒はかかるかもしれないが・・・・・。 

次回交渉  
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異常時に作業責任者を介せ

ば、益々輸送混乱は拡大す

る。本線にあたりが出てもや

むを得ないということか？ 

作業責任者を介することは大前提だ。時間は今よ

りもかかるが、それにより、とんでもない状況にな

るとは考えていない。本線上にあたりが出る可能

性は否定できないが、悪化しないように努力する。 


